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We 姻 yzed 山e　nurnber 　ef 　inquhies　concerning 　doubts　in　pTescriptions　and 山 e 　nature 　 of 血 e　doubts　for　prescriptions　is−

sued 　at　the　University　of　Ryukyus　Hospital　during　the　period　June
− September　2004 ．　Out　of　the　34，838　prescrip直ons 　is−

sued ，　there　were 　545　inquiries（156 ％ ）and 　for　373 （68．44％）of　them，　changes 　were 　made ．　The　change 　rate　for血patient
prescri画 ons 　was 　71．2％

，　much 　higher　than　the　54．4％ for　outpatient 　prescriptions．　The　greatest　number 　of 　inquiries　con −

cemed 　administration 　and 　dosage　details　which 　were 　doubted　and 　the　rate　was 　65．7％．　The　number 　of 　such 　inquiries　de−

creased 　with 　the 　introduction　Qf 　inpuUing　default　administration 　and 　dosage　details　showing 　that　this　had　been　effective ．

Key　words ．− ph  acist 血quiry，　preschp直on　ordehng 　system ，　default血put，　proper　use 　of 　dmgs

緒 言

　疑義照会は薬剤師が 処方 を鑑査し，不適正 と思 わ れ る

処方 につ い て処方医に 問い 合わ せ を行 うこ と に よ り，医

薬品の 適正使用 を確保し，患者へ 安全 で有効な薬物療法

を提供す る た め に不可欠な業務で ある．

　今 回 ， 疑義照会 を行 っ た 入 院 ・外来処 方せ ん に つ い て

照会数 ， 照会内容等を， また ， 処方 オ
ー

ダリ ン グ シ ス テ

ム に導入 した デ フ ォ ル ト入力 の 有用性を解析 し，大学病

院 と い う特性 もふ ま え て 処方 の 適正 化 の た め の 検討 を

行 っ た，

方 法

1． 平成16年 6〜9月 の 4 カ 月間 に おい て，内服，外用

薬 の 処方せ ん を対象と し，疑義照 会 の 行 わ れ た 処 方 を処

方変更 の 有無 に か か わ らず収集 した ．

2． 照 会処 方 を外 来 ・入 院 別，診療科別，照会 の 種類別

すなわち，頓服 ，外用，内服 の そ れ ぞ れ の 用量，用法，

規格 ・剤形 と相互作用や その 他 に分類 し，集計，解析 し

た．

3． 処方上 誤 りやす い 用法 ・用量をもつ 薬剤 （表 1）に つ

い て ，処方オーダ リ ン グ シ ス テ ム に 適正 な用法 ・用量 の

デ フ ォ ル ト入 力 を平成16年 7 月初 め に 導入 し，その 前後

にお ける 照会率 ・
処方変更率 を比較 した．デ フ ォ ル ト入

力導入 に よ り当院で の 処方 オーダ リ ン グ シ ス テ ム で は，

薬剤名 の 最初の 3文字入力し検索する と該当す る薬剤 が

示 され ， 処方す る薬剤 を選択 し確定す る と，自動的 に常

用量，用法が表示 され る．こ れ らの 用法 ・用量 は患者の

状態等 に よ り変更 して 入力す る こ と も可 能 と して い る．

4 　解析の結果，特に疑義照会の 多か っ た項 目を 中心 と

して 処方 上 の 注意事項 を記載 した文書を作成 し処方医へ

提供 した．

＊ 沖縄 県中頭郡 西 原 町 上 原 207 ；207，　Uehara，　Nishihara−cho ，　Nakagami −gun，　Okinawa，903
−0215　Japan
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表 L デ フ ォ ル ト入力採 用 し た薬 剤 の 例

薬剤名 用量／ 日 回数／ 日 用 法
ア ル ロ イドG 分 3 前
エ ストラサイト 4Ca 分2 間
ガナ トン 3錠 分3 前
カル タン 後
キサラタン点眼液 1 日1回
キネダック 3錠 分 3 前

グル コ バ イ100m 3錠 分3 直前
クレ メジ ン 細粒 3包 分3 間
ス ターシ ス 90m 3錠 分3 食直前

ナ ウゼリン 10m 3錠 分3 前
プリン ペ ラン 3錠 分3 前 ．
ベ イス ン 0．3m 3錠 分3 前

メタル カプタ
ーゼ 200m 食前

リフ ァジ ン 150m 3Ca 分1 前
レ ナジ ェ ル 前

結 果

L 　集計結果

　全発行処方せ ん 34，838枚 中 ， 照会処方 せ ん は545枚 で

照・会 率 はL56 ％，変 更 処方 せ ん は373枚 で 変 更率 は

68．44％ で あ っ た．

　入 院 と外来で は，入 院処 方せ ん 28，999枚中，照 会処 方

せ ん は455枚で 照会率は1．57％，その うち処方変更 となっ

た もの は 324枚 で 変更率 は 71．2％ で あ っ た．外来処方 せ

ん で は5，839枚 中，照 会 処 方 せ ん は90枚 で 照 会率 は

1．54％，その うち処方変更 と なっ た もの は49枚 で 変更率

は 54．4％ で あっ た．

2． 照会件数 ， 照会率， 処方変更率の変化

　図 1 に 外来 ・入 院別 に 1 カ 月 ご との 照会件数，照 会

率，処方変更率の 変化 を示 した．外来処方 の 照 会件数は

6 月 の 27件 か ら 9月 の 21件 （低 下 率78％ 〉に ， 照会率 は

1．89％ か ら1．46％ （低下率77％ ）に ，処方変更率 は0，91％

か ら0，77％ （低下率85％）に変化した．また，入 院処方の

照会件数 は 150件か ら84件（低 下 率56％）に，照会率は

L95 ％ か ら1．21％ （低下率62％）に，処方変更率は1．39％

から0．88％ （低下率63％ ）に と外来 よ りも大 きく低下傾向

が 認め ら れ た ．

3． 診療科別照会件数

　 疑義照 会を行 っ た 件数 を診療科別 に 示 した （図 2 ），

　入院処方 に お い て 第
一

内科62件 ， 第二 内科48件 ， 第 三

内科62件 と な り，内科系 の 合計 が全体の 約 4 割 を 占め た．

　外来処方 に お い て 救急部で 発行 さ れ た 処方へ の 照会 が

14件 と最 も多 く，そ の うち の 50％ の 7件 が 処方変更 と

な っ た．

4． 疑義照会 の種類別の 集計結果

　全照会件数 に対す る 照会 の 種類別 の 件数 の 割合 を入

院 ・外来別 に 示 した （図 3），

　入院お よ び 外来 処方 に お い て 用 量 の 照会 が 42％ ，

44％，用法 の 照会が 23％，24％ で ，用法
・
用量 の 照会が

65％，68％ を 占め た，また，内 服薬 だ けの 用 量 ・・用法 に

関す る もの を合わ せ る と39％，36％ と な っ た．

5． 疑義照会内容 の 解析

　 1 ）形式上の 理由に よる 疑義照会

　表 2 ［1 ］の   に示す よ うに，頓服 を 1回用量で なく

全回数分 の 用量で 処方 され た もの ，定時服用処方か ら 頓

服へ の 処方変更時の 用量 間違い
， 外用 を 1 回量で 処方 さ

れ た もの が 多くみ ら れ た．特 に前 2 者 につ い て は，頓服

の 用量 に 関 する 照 会合計64件中33件 と約半数 を占め た．

また，混合 しな けれ ば な ら ない 外用 吸 入 剤 の 混 合指示 漏

れ が 多 くみ られ た．

　 2 ）薬学的な 理由に よる 疑義照会

　  用量 に 関す る疑義照会

　表 2 ［1］の   は適応 に よ り用量 の 異な る薬剤 につ い

て の 照 会例 で，照 会前 の 処方で あ っ て も常用 量で は ある

が，処方された診療科名 よ り判断 し確認を行 っ た結果処

方変更 と なっ た 例で ある ．

　表 2 ［1］ の   の 小児へ の 過量投与 に 関す る 照会例 で

は，体重 あ た りの 用 量換算式に よ り投与量 を設定 し た結

果 成 人 用 量 を超 えて しま っ た 例 が み られ た．

　  相 互 作用，重複投与 に 関 す る 疑義照 会

　 ニ ュ
ーキ ノ ロ ン 系お よ び テ トラサ イク リ ン系抗菌剤 と

金 属 イ オ ン に よ る もの が相 互作用，重複投与 に 関 す る照

会全 体 の 54％ と多数 を 占め た．ま た
， 表 2 ［2 ］ の   に

照会 の 対象 とな っ た 抗菌剤 と金 属 イ オ ン含有薬剤 を示 し
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た．こ れ らの 例 で は，照会に よ り服用時間に 間隔 を あけ

る と変更 され た．

　また，表 2 ［3］の 重 複 投 与 に 関 す る照 会例 で は，プ

ロ トン ポ ン プ阻 害剤 と H2プ ロ ッ カー
の 同時 処 方や，ア

ミ ノ フ ィ リ ン とテ オ フ ィ リ ン の 同 時処方 に よ る もの が

あっ た．

　  使用禁忌，慎 重 投与 に 関す る 疑義照会

　表 2 ［4 ］ に 示す よ うに ，小児 や 妊 娠中の 可能性 の あ

る患者 に対する ニ ュ
ーキ ノ ロ ン 系抗菌剤や 非 ス テ ロ イ ド

系抗炎症 剤 の 処方 に よ る もの が多くみ られ た．
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図 3，全 照会件数 に対する 照会の 種類 ご との 割合

　　 内服 用 量 ；頓 服 以 外 の 内服 処 方 に お け る 用 量 に 関 す る 照 会 （例 ；

　　　 表 2 ［1］  ）

　　 頓服用量 ；頓服処方に お け る用 量 に 関 す る 照会 （例 ；表 2 匚1 ］  ）

　　 外用 用 量 ；外 用処 方 に お け る用 量 に 関 す る 照会 （例 ；表 2 ［1］  ）

　　 内服用 法 ；頓服以 外の 内服処方に お け る 用法 に 関す る 照会

　 　 頓服 用 法 ；頓服処 方 にお け る用 法 に関 す る照会

　　 外用 用 法 ；外 用処 方 に お け る用 法に 関 す る 照会

　　 規格 ・剤形 ；複数の 規 格 や剤形 が ある薬 剤 にお い て そ の 確認や変更

　　　 に対す る 照 会

　　 相互作用 ；2 剤以 上 の 薬剤 の 相 互作 用 に関 す る照 会 （表 2の ［2］）

　　 処方 せ ん 間違 ；麻薬 と麻薬以外の 同
一
処方せ ん で の 処方 な ど処方せ

　　　 ん 取 り扱い 上 の 不備 に対 す る照 会

　　 そ の 他

　 3）救急部へ の 疑義照会

　外来処方 にお い て は 救急部へ の 照会件数 が 最 も多か っ

た．そ の 照会内容 の 分類 を行 っ た （図 4 ）．半数以 上 を 占

め た用 量 に関す る照会で 小児 に 対す る投与量 に つ い て
一

部が 処方変更 と な っ た．変更 とな っ た もの は そ の ま ま投

与された場合明 らかに 過量投与となる もの で あ っ た．

医師側 へ 提供 した．

　同様の文書 の提供 に つ い て すで に い くつ か の 報告
1・2）

が あ る が，当院 で は 初 回 に配 布 した 文 書 の 記 載 内 容 は，

相 互 作用 や 疾患 に 対する 禁忌 の よ うな薬学的な内容は 除

き，基本的 な事項 を 中心 と した．こ の 文書 は，医学部学

生，薬学部学生 の 教育に も利用 して い る．

6． デフ ォ ル ト入力採用薬剤 に おける 照会件数 の変化

　 デ フ ォ ル ト入力 を採用 した薬剤 の うち，採用前後 の 6

月と 7 月を比較して 照会数の 減少し た もの は，ク レ メ ジ

ン 細粒  （  ク レ ハ ）（3件か ら 1件），ス ターシス 錠
  （ア

ス テ ラ ス 製薬  ）（3件か ら 0件），ベ イ ス ン 錠
  （武 田 薬

品工 業  ）（6件から 0件），リ フ ァ ジ ン カ プセ ル   （第
一

製薬  ）（3件から 0件）で あっ た．

7． 処方上 の 注意点を文書で提供

　今 回 の 調査 の 結果，特 に 多 くみ られ た 処方作成形式上

の 処方 ミ ス や基本的 な用法 ・
用量間違 い を 回避する こ と

を目的として先 に示 したデ フ ォ ル ト入力とは別 に，図 5

に 示 した よ うな処 方上 の 注 意事項 を記 載 した 文 書 を 処 方

考 察

　平成 16年度 の 日本病院薬剤師会の 報告
a｝

に よ れ ば，疑

義照会率 （処方変更率）は 入院処方 で 2．30％（1．74％ ）， 外

来処方 で 1．12％ （0．85％）で あ る が，当院 で は それぞ れ

1．57％ （1．12％），L54 ％ （O．　84％ 〉で あっ た．当院 で もや

は り入院処方 の 照会率，変更率が外来処方 と比較 して 高

く，報告と同様で あ っ た．しか し，入院処方の 照会率 が

報告と比較して 若干低い が，調査開始の 6 月 に お い て は

1．95％ で あ り，そ の 後減少傾 向を 示 し た．こ の こ と

は，4 月 に入局 した処方経験 の 浅い 研修医師が 薬剤部か

ら の 疑義照会 に よる 教育効果等 に よ り，処方入力 に慣れ

て きた こ と も一因 と考 え られ る ．用法 ・用 量や 頓服 ，外
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表 2．疑義照 会の 内容

照 会前　　　　　　　　　　　　照会後　　　　　　　　　　　　変更 内容 　　　　　　　件数

匚1］
用量 に 関する照会例

  形式 上 の 理 由に よる照会例

レ ン ドル ミン 錠 3錠 3回分 1 錠 3 回 分

ロ ペ ミンカプセ ル 5C　 5回 分 1C　 5回 分

頓 服 を 1回 用 量 で は なく，全回 数分 の

用 量で 処方されたもの
19

ロ キソニ ン 3錠 10回分

（「ロ キソニ ン 3錠分 3」か らの 処方変

更時に起こ っ た処 方ミス ）

1錠 10回分
定時服用 処方か ら頓服への変 更時の

用量ミス
14

ホクナリンテ
ープ2mg 　 1枚 1 日3回 3枚 1 日1回 外 用 を 1回 量 で 処 方 され たもの

ホ
’
ルタレン坐剤501 個 1 目10 回 10個

6

  適応 により用量の 異なるもの に関する照会例
“
グマ チー

ル 200m　 2C　 2
“
グマ チー

ル 5Dm　 3C 　 3 に ・　　　 の ため 1
ジス ロ マ “　2504 　　 11 ジス ロ マ “ク2502 　　 13 ク

顎 ゾア　 ； に ・　　　 の ため 1

  小児 へ の 過 量投与 に関する照会例

バ ナ ン DS 　 450mg 分3

　 （年齢 ；11才）
バ ナ ン DS 　 200mg 分 2

「小児用量 ；1回3mg／kg　 1日2〜3
回 」で ある が，体重 が50kgの 揚合 に そ

の まま換算 され ， 成人 用量を越えて し

　 つ 　
甲

1

ダイア ップ坐剤 41 個

　 　 　 　
’7

3／4個使用 用量減量のた め コ メント追加 1

十全 大補湯（2．5g／包）

　　1．2包分 2（年齢 ；1才）

十全大補 湯（2．5g／包）

　　1，29分2

小児への 用量設定 はない が， 照会

前の 用量 は過量 と考えられるた め 照
△

1

ワコ ビ タ
ー

ル 坐剤 301 個

　 　
’0　 　 　 　 　

鹽3k 変更なし
頭部 に重症 障害あり最 大用量で 使用

　 るため
1

匚2］
相互作用 に　する照会例

  テ トラサイクリン 系 、ニ ュ
ー

キノロ ン系抗 菌 亅と金属 イオ ン の 相 互 作用 に 関す る照会例 12
酸化 マ グネシ ウム 」と「クラビッ ト亅，
「ス パ

ー
　 「ミノマ 　シン の 卩 6

「ア ス パ ラCA 」と「クラビ ッ ト」の 同 時服

1
「フ ェ ロ ミア 」と「クラビッ ト」，「ミノマ イシ

ン の 卩 服用 間隔をあける
同時 服 用に よる吸収低 下 を回避 する

た め 2
「アル サル ミン 」と「シ プ ロ キサン 」の

口 2
「沈 降炭 酸カル シウム 」と ミノマ イシ

ン の 卩 1

 
クレメジン と他剤 の 同時服用 に 関する照会 4

［3］ 重複投与 に 関する照会例

「パ リエ ッ ト錠」と「ガス ターD 錠」の 同

　処
「ガ スタ

ーD 錠」が 中止
プ ロ トン ポ ン プ 阻害剤 とH2 受容 体拮

1

「ネオ フィリン400mg分 4」と「ユ ニ フ ィ

ル 200m 　 　1 の 百
「ネオ フィリン 」が 中止 ア ミノフィリン とテ オ フィリン 1

［4 ］ 使用禁忌，慎重投 与に関する疑義 照会例

小 児 に対し 「ス パ ラ 45mg 分 2」
小 児用バ クシ ダール 100mg 分3」

こ 使 用禁忌 のため 1
小 児 に対 し「ボル タレ ン 坐剤50」 「ア ンヒバ 坐剤200 」に変更 使 用 禁忌 の た め 1

小児 に対し「インデラポロ ン坐剤25」 処 方変更なし
手術後， ア セ トアミノフ ェ ン で 効果が得

　　オ い 　
A

に　　　 るとの こと 1

「バ ッ プフォ
ー

」，「ハ ル ナール 」服用

　　に ・し 「フ
ー

ニ
ー

ル 10 処方 変更なし 経過 観察しなが ら投与 1
周産母子 セン タ

ー
入院中患者に対し

「オ ゼ ックス 」あるい は 厂ボル タレ ン 坐

　 50
処 方変更なし 妊娠 中で ない こ と確認

2

用剤等 の 処方作成形式上 の 間違い に よ る 照会 は，処方医

に 行 っ て い る 教育 を よ り徹底する こ と に よ り減少 させ る

こ とが 可 能 で は な い か と考 え られ る．

　入 院処方に お い て，内科系診療科 へ の照 会件数が 約 4

割 を占め たが，内科系診療科 に お い て は処 方数が多い こ

と と
， 処方剤数が 多 い た め に 相互 作用も多い こ と に よ る

もの で ある と考 え られ る，ま た，複数の 規格 や 剤形が あ

る も の に対 し不適切 な 規格や 剤形 が 処方され て い る もの
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5

4
　

3
　

ワ
5

照
会

件
数

1

0
    　　　   　　　  

匚コ 処方変更有 り　■ 処方 変更 な し

図 4．救 急部 へ の 疑義照会

　　   小児 に対 す る投 与 量 の 確認

　　   成 人 に対 する投与量 の 確認

　　   形式 上 の 処方 ミス （コ メ ン トの 間違い な ど）

　　   用法 の 間違 い

（同成分 で 散剤があ る 薬剤 の 錠剤の 粉砕 な ど）の 変更の た

め の 照会が 多 くみ られ，今後文書等に よ る注意 の 喚起や

病棟担当薬剤師 に よる指導が 必要 と考えら れ る．

　表 2 ［1 ］の   の 適応 に よ り用 量 の 異 な る薬剤の 処方

へ の 照 会 に つ い て は，院 内 調 剤 に お い て は ，薬剤管理 指

導を行っ て い る 入 院患者以外 は患者からの 情報を得 る 機

会も少な く特 に確認 しない か ぎり診断名 もわ か ら な い ま

ま調剤す る こ と に な る た め，こ の ように 診療科や 同時 に

処方され て い る薬剤 か ら判断 して 用量 検討 を 行うよ うな

処方鑑査 は 重要で ある と考え られ る．

　小児へ の 過量 投与や禁忌薬剤 の 処方へ の 照会 につ い て

は，当院で は 処方せ ん の 患者氏名と年齢の 印字は 通常黒

色で ある が，10歳以 下 の小児は赤色 に印字 し処方鑑査上

の 注意を喚起す る よ うに して い る ．また，オーダ リ ン グ

シ ス テ ム に お い て ，小児の 年齢 や 体重 か ら用量 を計算 し

過量処方 された場合 に警告がか か る機能 の 導入 も今後必

要で ある と考 え られ る．

　 7 月初 め の デ フ ォ ル ト入 力採用 に よ り，7月 以降疑義

照会率，処方変更率と もに 減少が み られ
， 適正 な処方入

力 に有効 で あ る こ とが示唆 された．さらに ，今回の 調査

で み られ た 疑義照会 で デ フ ォ ル ト入 力採用 に よ り処 方 ミ

ス の 減少 が 考 え られ る もの に ビ ス ホ ス フ ォ ネート製 剤 や

ク ア ゼ パ ム （ドラール錠  ，三 菱ウ ェ ル フ ァ
ーマ   ）があ

り，今後採 用 の 必要が ある と考えられる ．

　 また ，疑義照 会 に対す る 処方変更率 が 入 院で 71．2％，

外来 で 54，4％ で あ り，疑義照会が医薬品の 適正使用 と リ

ス ク マ ネ ジ メ ン トに 大 きく貢献 して い る こ とが 示唆され

た．

　処方医師へ 提供 した注意事項記載文書の 効果 は今回 は

検討 して い な い が，当院の ような大学病院で は研修医師

の 入 れ 替 わ りが 激 しい た め，処 方医師側 へ の 処 方 入 力上

の注意を喚起す る ため に もこ の ような文書 の 配布等 を継

続 して 行 う必要がある と考 え ら れ る．

　処方 せ ん 鑑査 の み で な く薬 歴 の 活用 や 患 者 イ ン タ

ビ ュ
ー

が疑義 の 発覚 に重要 で あ る こ とが報告されて い

る 4）が，当院 に お い て も過去 に 処方 され た薬剤 との相 互

作用等 を 回避す る た め に，処 方歴 を含め た処 方鑑 査 も必

要 で あ る と考 えら れ る．さ ら に，疑義照会数に対 し処方

変更 とな ら なか っ た処方が 約 3割 を占め たが，こ れ に 対

し，2 回 目以 降 に 同 じ照 会をくり返し行うこ と を回避す

る シ ス テ ム 作 りも必要で あ る と考 え られ る．最後 に，薬

剤師 ご との 照会 の 判断基準 の 格差 の 縮小が 必要 と考え ら

れ る が，当院で は疑義照会を行っ た 処方を収集 し，新人

薬剤師や 薬 学部 実 習 生 に提 供，処 方解析を させ て 知識 の

向上 を は か っ て い る．今後 とも， 疑義照会 の 傾向を調査

し，デ フ ォ ル ト入力 の 内容 の 充実や 処方上 の 注意事項記

載 の 文書 の 提供 を継続 して 行 うこ と に よ り，薬物療法上

の トラ ブル を未然 に 回避 し医薬品の 適正使用 を推進すべ

きで あ る．
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平成 16年 11月 12 日

　　 薬剤 部調剤室

病 棟 処 方 医各 位

適 正 な 処 方 入 力 に つ い て

　平成16年6月〜9月 の 4ヶ月 間 ，内服 ，外 用処 方 にお ける疑 義 照会 を鯛 査 致 しました とこ ろ，入 院
処 方2S．999 件中，疑義照会319 件（1．Dl ＄）そ の うち処 方 変更と な っ た もの 214 件 （67．08勤 と

の 結果となりました ，
　 つ きま して は ，処 方 入 力 上 ，特 に ご 注 意し て 頂 きた い 点 を お 知 ら せ し 致しま す ．

1 ．入 力 方 法 に 関する も の

  外 用 剤 は　全 量で 入力

  頓 服 は ，

  麻藁 と普 通薬 は ，同
一

処 方 箋 上で 処方 しな い

  ラキソ ベ ロン 液 （内服液剤）は 、1本必要な場合，数 量は 「 1本亅 回数は 「 1 回分」 とする ．
　 　回数 を 「 10 回 分 」 の ようにする と，10 本 払 い 出すこ ととなる．
  吸入 剤 （ ペ ネトリ ン 吸入 液 etc ） を生 食 で 希 釈す る場合．吸 入液 と 生 食を 同

一Rp で 処 方 す る ．
　 入 力 画面 上の 「セ ッ ト」

→「 共 通 セ ッ ト亅
一・「ネブライ ザ ー

」 の 順で ク リッ ク し ，1回 用量 ，必

　 要回 数 を入 力す る．

  　内服 にお い て ，服 用 時点 ごと に服 用 量が 不 均 等な場 合 ，用 法指 定 画面 上 の 「 不 均 等 i をク リッ

　 クし服 用 時点 ご との 用 量を入 力 する ．
　　 錠 剤 の 粉砕 や 散 剤 の 場 合 は ，不 均 等入 力 は 使 用せ ず，服用 量 が 異なる もの は Rp を 分 ける ．
  単位 に注 る

ジフ ル カン カプセ ル 2002X ジフ ル カ ンカ プセ ル 2002X

ア モ “ク ス 250da ア モ “ク ス 025da

　　H ．薬剤 の 用法等 に 関する もの

  ベ イス ン，ス ターシ ス ，グル コ バ イ の 各 薬剤は ，「 食直前服用 」 ．
  他剤 服 用 者 にクレ メジ ンを 処方 する場 合 ，他 剤 とクレ メジン の 服 用 聞 隔をあ ける．クレ メジン の

　 用法 を 「 食 聞 」 な どとす る，
  抗生 物 質の 投 与 中 の 場 合は ，ビ オ フ ェル ミン R を使 用で きるが ，抗生 物 質 の 投与 の ない 場 合

　 は ，ビ オ フ ェル ミン R で は なく，ビ オフ ェル ミ ン散 ，ラ ッ ク ビ
ー

微粒 ，ミヤ BM 等 を使 用す る ，

図 5．処方 医へ 提供 した 注意事項 記載 文書 の 例
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